
使用料(自主事業)収入 目標 85,320 円 ⇒ 実績 80,532 円

稼働率 目標 ％ ⇒ 実績 ％

利用者数 目標 29,800 人 ⇒ 実績 24,763 人

ドイツレストランの営業とドイツ文化の発信、国際交流に取り組んだ。各イベントの開催によって文化の発信、国際交流を充実させ、

施設の設置目的の達成
□

職員の勤務実績・配置状況・労働条件
□ 事業計画書に沿った職員を配置していたか。
□ 必要な資格、経験を有する職員を確保していたか。
□ 出勤状況、勤務形態等、労働条件が適正であったか。
□ 障害者の雇用促進に努めていたか。

職員の研修
□

法令等遵守

□ 関係法令、条例等を遵守していたか。

個人情報保護・情報公開
□

管理記録
□ 業務日誌等を適切に整備、保管していたか。
□ 点検結果や修繕履歴等を適切に記録・保管していたか。

連絡体制
□ 市と指定管理者間で十分に連絡、調整を行っていたか。
□

緊急時対応
□ 事故・災害等の緊急時の連絡体制が確保されていたか。
□

《Ⅰ総　括》 業務の実施体制に関する評価 【標準８項目／当施設８項目】  A (優良)  B (良好)

Ⅰ
実
施
体
制

事業計画書、
事業報告書

事業計画書、
事業報告書、
緊急時対応マ
ニュアル

B
 (良好)

緊急時の対応は毎月ス
タッフ間で共有してい
る。年2回の訓練で有事
に備えている。

B
 (良好)

上半期の災害時には市と
連絡を取り合い、適切な対
応に努めていた。災害がな
い時期も体制の確保や研
修が行われていた。

緊急時のマニュアルが整備され、定期的に訓練等を行
うなど、職員への指導徹底を図っていたか。

事業計画書、
事業報告書等
関係書類

A
 (優良)

都度、関係部署と連絡
調整を行い、報告内容
も適正である。

B
 (良好)

市との連絡等連携は十
分に取れており、各種提
出書類も滞りなく提出さ
れていた。

事業計画書、月報、事業報告書、その他報告書等の提
出や内容が適正であったか。

個人情報・情報公開の取り扱いについて、協定書に基
づき適切に行っていたか。

日報、点検結
果等関係書
類、実地調査

A
 (優良)

適切に管理している。
B

 (良好)

適切に整備、保管されて
おり、各種報告にも適切
に対応できていた。

仕様書、関係
書類等、実地
調査

A
 (優良)

適切に遵守できている。
B

 (良好)
特に問題なく、遵守に努
めていた。

協定書、管理
方法（実地調
査）

B
 (良好)

適切に管理している。
B

 (良好)

情報は適切に取り扱わ
れており、指導にも努め
ていた。

事業計画書、
事業報告書、
研修資料等

A
 (優良)

ドイツ関連の勉強会、イ
ベント参加で意識向上
に努めている。

B
 (良好)

外部のセミナーに参加させ
るなど、職員の意識の向上
に努めていた。

事業計画書に基づき、業務に必要な研修、教育が実施
できたか。

A
 (優良)

ドイツ文化の発信、交流
の拠点として継続発展
できている。

A
 (優良)

年間を通して日独協会や国際親善
協会と協力しながら、イベント等を開
催し、ドイツ文化の発信及び情報交
換に努めていた。

施設の設置目的を十分に理解し、それを踏まえ管理運
営に努めていたか。

事業計画書、
日報、勤務
表、資格証、
実地調査

B
 (良好)

ワ－クライフバランスを
重視し働き方改革を実
施。環境改善に成果が
出ている。

B
 (良好)

飲食事業を行っており、
事業計画書どおり業務
に必要な人数、資格を満
たす職員配置を行ってい
た。

評 価 項 目 及 び 評 価 の 視 点 確認資料 自己評価 自己評価事由 所管課評価 所管課確認事項

業務内容
・ヴュルツブルクハウスの利用に供する業務
・ヴュルツブルクハウスの施設の維持管理に関する業務

主な成果
（自主事業含む）

レストラン収入も向上させることができていた。ヴュルツブルク市やドイツ統一レセプションへの招待を受けるなど、ヴュルツブルク市と

本市の友好のシンボルとして役割を果たしている。

総合評価

Ⅰ～Ⅳに
よる総合
評価

総合評価コメント

本市とヴュルツブルク市友好のシンボルとして、平常時の飲食、物販のみならず各開催イベントなどを通じて両市の国際交流に大きく貢献す
る管理運営が行われていた。その貢献もあってヴュルツブルク市やドイツ統一レセプションへの招待などを受け、さらに親睦を深めることがで
きた。収支の面では前年度、事業計画に比べ落ち込みが見られるが、外食産業が衰退傾向にある中、年間累計で黒字を達成できた。次期指
定管理期間では、水準の維持・向上を期待したい。施設管理面では施設の状況をよく把握しており、災害時でも運営に支障が及ばないよう即
座に対応できていた。施設の老朽化により設備の一部に不具合が発生してきているが、本市とも連携して対応しており、継続的な施設の運営
に向けて情報交換ができた。

B
 (良好)

指定期間 平成２６年４月１日　　　～　　　平成３１年３月３１日

指定管理料 年額　　　０        円（平成 30年度） （総額　　      ０         円）

設置目的
ヴュルツブルクハウスは、ドイツ南部、フランケン地方の伝統的民家の意匠そのままの木造建築物であり、姉妹都市であるヴュ
ルツブルク市の協力により、ドイツの食文化をはじめ、ヴュルツブルク市の歴史、文化の紹介、交流を目的として建てられたもの。

指定管理導入施設実績評価シート（平成30年度）

施設所管課  未来まちづくり部　公園緑地課

施　設　名 ヴュルツブルクハウス

指定管理者 株式会社シープラッツ・株式会社髙橋エーベン共同事業体



指定管理導入施設実績評価シート（平成30年度）

施設管理
□ 開館日、開館時間を遵守していたか。
□

利用状況
□

利用者対応
□

□ 服装、言葉遣い、接客態度等の接遇は適切であったか。
□ 利用者に対して設備、備品等を適切に提供したか。

事業運営
□ 事業計画書に則し、事業を計画どおり実施したか。
□ 施設の設置目的に沿った自主事業を実施したか。
□ 利用者の満足度を高める工夫がされたか。
□

維持管理
□

□ 修繕が必要な箇所について、適切に対応したか。
□ 日常の清掃、保安、警備は適切に実施しているか。
□ 備品台帳に基づき備品を管理、修繕したか。
□

情報提供
□

□ ホームページの管理は適切に行っていたか。

環境配慮
□

意見・要望・苦情
□

□

利用者アンケート
□

《Ⅱ総　括》 業務の内容・水準に関する評価　【標準９項目／当施設９項目】

経理事務
□ 専用口座、帳簿等を備え、適切に経理事務を行ったか。
□ 経理区分を設け、指定管理料を適正に執行していたか。
□

収支状況
□

□ 収支状況が対前年度比及び当初の目標を達成しているか。

経費節減の取組
□

□

《Ⅲ総　括》 経費の収支等に関する評価　【標準３項目／当施設３項目】

その他
□

《Ⅳ総　括》 その他に関する評価　【当施設１項目】

【施設所管課】

※評価基準：項目別評価、《総括》、総合評価の評価基準（A～D）は、モニタリングチェックシートと同様とする。

※評価手順：

努力事項として掲げた国際交流促進の取り組みを推進
したか。

 A (優良)  A (優良)

特記事項等
(課題・成果)

【指定管理者】

ヴュルツブルク市やドイツ総領事館、日独協会の協力のもとイベントやドイツ現地での催事参加等で国際交流、ドイツ文化の発信に努めることができた。
オペレ－ションの改善で満足度を高める取り組みができた。引き続き建物修繕工事を継続的に市と協力して行いたい。

本市とヴュルツブルク市友好のシンボルとして、平常時の飲食、物販のみならず各開催イベントなどを通じて両市の国際交流に大きく貢献する管理運営が行われていた。
その貢献もあってヴュルツブルク市やドイツ統一レセプションへの招待などを受け、さらに親睦を深めることができた。収支の面では前年度、事業計画に比べ落ち込みが
見られるが、外食産業が衰退傾向にある中、年間累計で黒字を達成できた。次期指定管理期間では、水準の維持・向上を期待したい。施設管理面では施設の状況をよく
把握しており、災害時でも運営に支障が及ばないよう即座に対応できていた。施設の老朽化により設備の一部に不具合が発生してきているが、本市とも連携して対応して
おり、継続的な施設の運営に向けて情報交換ができた。

経費削減に向けた取り組みを積極的に実施し、その効
果が上がったか。

清掃、警備、保守点検、修繕等の再委託が適切な水
準、内容で実施されたか。

 B (良好)  B (良好)

Ⅳ
そ
の
他

実地調査
A

 (優良)

特に国際交流の取り組みについては、大
阪・神戸西日本総領事との会談、ヴュル
ツブルク市長来津における歓迎交流等施
設目的の推進の為の取り組みを推進しま
した。

A
 (優良)

日独協会、国際親善協会の協力を得て、
双方向の国際交流が行えた。各イベント
の実施によって両市の親交の深まりに貢
献していた。

B
 (良好)

働き方改革の実施で休館
日を増やしたため昨年より
減っているが未来的には
正しい判断と受け止めてい
る。

B
 (良好)

昨年度や事業計画との比
較では収入が少し落ち込ん
でいるが、収支では黒字を
達成している。

予算と決算に大幅な相違がなく、収入―支出はプラス
となっているか。

仕様書、事業
計画書、委託
契約書、実地
調査

B
 (良好)

経費削減の取り組みは
全スタッフで取り組んで
いる。再委託に関しても
適切である。

B
 (良好)

節電の徹底など経費節
減に取り組んでいる。

 A (優良)  B (良好)

Ⅲ
収
支
等

預金通帳、出
納帳、利用申
請書・減免申
請書等、実地
調査（金庫等）

A
 (優良)

PosレジやTKCの会計ソ
フトで毎月適切に税理
士と共に管理していま
す。

B
 (良好)

適切な経理が行われて
いた。

料金徴収、減免、還付の手続きは適切に処理していた
か。

事業計画書、
事業報告書

事業計画書、
アンケート、
実地調査

B
 (良好)

特にイベント時にアンケ
－トによる、ご意見、要
望等をお聞きしており改
善に役立てています。

B
 (良好)

ホームページ内の評価を活
用するなど利用者の声を把
握し、改善するなど仕組み
を構築していた。

利用者アンケート調査等を実施するなど、利用者ニー
ズを積極的に把握し、その結果を管理運営に反映して
いたか。

事業計画書、
事業報告書、
日報、アン
ケート

B
 (良好)

来館者に直接、又はHP
や電話などでご意見、
苦情等をいただいており
ます。緊張感をもって迅
速に対応しています。

B
 (良好)

直接利用者の声を聞い
て対応を行っている。ま
たホームページ等の評
価なども改善等に役立て
ていた。

意見・要望・苦情等を把握する仕組みを確立している
か。

要望・苦情等の対応に迅速かつ適切に対応し、可能な
ものは管理運営に反映していたか。

関係書類、実
地調査 B

 (良好)

可能な限りリサイクルに努めて
いる。汚水処理にも細心の注
意をしている。

B
 (良好)

省資源等の取り組みに
努めていた。省資源、省エネルギー等環境への配慮、リサイクル等

の推進等に努めていたか。

パンフレッ
ト・ホーム
ページ等、実
地調査

A
 (優良)

パンフレットや各種広告
等と共にHPをFBと連動
して情報発信を都度
行っています。

A
 (優良)

ホームページ、ＦＢや旅
行雑誌など多くのメディ
ア等に情報発信して施設
の宣伝に努めていた。

施設案内、事業の開催案内等のパンフレット類を整備
し、情報発信に努めていたか。

仕様書、備品
台帳、点検結
果、委託契約
書、実地調査 A

 (優良)

軽微な修繕は迅速に弊
社で行い、重度のもの
は都度関係部署と連絡
をとり美観に努めていま
す。

B
 (良好)

設備点検等については
第３者委託も活用し、適
切な管理に努めていた。
特に清掃については飲
食サービスを行っている
ことから、きっちりとされ
ていた。
施設修繕は大津市と連
携して実施していた。

施設、設備の保守管理(点検・修繕)を計画的に実施し
たか。

植栽、樹木等の維持管理を定期的に実施し、美観が保
たれていたか。

事業計画書、
事業報告書、
自主事業計画
書、実地調査

A
 (優良)

季節や状況に応じたイ
ベントを少しづつ増やし
改善意欲をもって集客
増に向け取り組んでい
る。

B
 (良好)

事業計画書に対してイベ
ントの開催数を増加させ
た。季節に応じた各事業
の実施によってサービス
向上を図っていた。自主事業の実施により市民サービスの向上に効果が

あったか。

B
 (良好)

昨年及び事業計画と比べ
利用者数は低下したが、収
支では黒字を達成した。

利用者数、稼働率等が前年度実績や目標と比較し適正
な水準であったか。

業務マニュア
ル、意見・苦
情等受付簿、
アンケート、
実地調査

A
 (優良)

毎朝礼での意見交換、
注意喚起を行い緊張感
をもって迅速に対応する
よう取り組んでいます。

B
 (良好)

訪問時の職員の応対、
服装、言葉遣い等はきっ
ちりとしていた。利用者
からの要望にも適切に対
応していた。

利用許可や案内等、職員の応対は迅速かつ適切に行っ
たか。

Ⅱ
内
容
・
水
準

事業計画書、
日報 A

 (優良)

毎日の営業時間前と後
での巡回と開館日、時
間の遵守は徹底してい
ます。

B
 (良好)

開館日、時間等は適切
な内容で設定されてい
た。また、事故防止の対
策も講じられていた。

事故防止及び安全確保のために必要な対策を講じてい
たか。

事業計画書、
事業報告書 B

 (良好)
利用者数等は対策を施
し改善できている。

評 価 項 目 及 び 評 価 の 視 点 確認資料 自己評価 自己評価事由 所管課評価 所管課確認事項

指定管理者自己評価 所管課評価 行政改革推進課（ホームページ等により結果公表）指定管理者
提出 通知

送付


